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２
０
０
９
年
9
月
16
日
、
ア
ジ
ア
地
区
の
理
事
を

務
め
る
本
学
水
田
宗
子
理
事
長
が
、
主
催
校
で
あ
る

伝
媒
大
学
南
広
学
院
よ
り
招
待
を
受
け
、
第
４
回
世

界
女
性
学
長
会
議
に
参
加
し
、
二
つ
の
基
調
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
に
お
い
て
、
南
広
学
院
の
創
立
５
周
年

を
祝
う
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
南
広
学
院
千

人
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
水

田
理
事
長
は
、
伝
媒
大
学
を
含
め
た
多
数
の
中
国
大

学
執
行
部
、
中
国
政
府
高
官
、
ユ
ネ
ス
コ
の
代
表
、

ま
た
世
界
各
国
か
ら
参
加
し
た
44
名
の
学
長
、
多

水
田
理
事
長 

世
界
女
性
学
長
会
議
に
お
い
て
基
調
講
演

日
時

：

２
０
０
９
年
9
月
16
日

場
所

：

中
国
伝
媒
大
学
南
広
学
院

　

午
後
の
部
で
は
、「
大
学
経
営
と
環
境
問
題
」
に

つ
い
て
の
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て

「
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
大
学
経
営
と
環
境
問
題

へ
の
取
り
組
み―

大
学
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た

め
に―

」
と
題
し
た
基
調
講
演
を
英
語
で
行
い
ま
し

た
。
中
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
国
の
大
学
に
お
い

て
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
い
か
に
そ
れ
が
社
会
貢
献

に
結
び
付
く
か
が
社
会
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
こ
で
も
日
本
の
代
表
と
し
て
の
水
田
理
事
長
の
話

は
、
大
き
な
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　

今
回
、
伝
媒
大
学
南
広
学
院
を
訪
問
し
、
劉
継
南

院
長
を
は
じ
め
執
行
部
の
先
生
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
学
生
た
ち
と
親
し
く
交
流
が
で
き
、
友
好
関
係
が

一
層
深
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
分
野
で
も
交
流
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

世界女性学長会議　全員で記念撮影

く
の
マ
ス
コ
ミ
な
ど
千
人
を
超
え
る
聴
衆
を
前
に
し

て
、「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
女
性
高
等
教
育
の
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題

に
つ
い
て
、
何
が
問
題
で
、
い
か
に
し
て
そ
の
解
決

を
す
る
の
か
、
ま
た
、
本
学
が
Ｇ
Ｐ
も
得
て
、
す
で

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
と
し
て
解
決
に
向
け
て
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
英
語
で
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
講
演
終
了
後
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ッ
プ
か
ら
賛
意
を
受
け
、
極
め
て
重
要
な
提
言
で

あ
っ
た
の
で
、
是
非
原
稿
を
も
ら
い
た
い
と
囲
ま
れ

る
な
ど
、
非
常
に
大
き
な
反
響
を
よ
び
ま
し
た
。

千人ホールで基調講演する水田理事長

パネルディスカッションの様子

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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２
０
０
９
年
7
月
3
日
午
後
15
時
30
分
よ
り
、
総

理
大
臣
官
邸
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
男
女

共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
全
体
会
議
に
お
い
て
、
今

回
は
、
地
方
の
取
り
組
み
報
告
と
し
て
10
の
地
域

版
連
携
会
議
が
招
か
れ
、
本
学
の
水
田
宗
子
理
事
長

が
、
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
副
会
長

と
し
て
、
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
渕
優
子
少
子
化
対
策
担
当
・
男
女
共
同
参
画
担

当
大
臣
、
内

閣
府
男
女
共

同
参
画
局
坂

東
久
美
子
局

長
、
男
女
共

同
参
画
推
進

連
携
会
議
に

か
か
わ
る
全

議
員
、
10
地

域
の
連
携
会

議
関
係
者
、

そ
し
て
都
道

府
県
担
当
者
・

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー

関
係
者
が
一

堂
に
集
い
、
全
体
の
活
動
報
告
と
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
の
改
定
、2010A

P
E

C
W

L
N

日
本
開
催
な

ど
男
女
共
同
参
画
施
策
に
か
か
わ
る
最
近
の
動
き
の

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　

河
村
建
夫
内
閣
官
房
長
官
も
か
け
つ
け
、
国
・
地

方
の
力
を
集
め
て
、
一
歩
一
歩
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
と
よ
び
か

け
、
最
後
に
、
全
員
で
、「
国
・
地
方
男
女
共
同
参

画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
立
ち
上
げ
宣
言
を
行
い
、

多
く
の
報
道
機
関
も
集
ま
る
な
か
、
ア
ピ
ー
ル
を
し

ま
し
た
。

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
民
話
・

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」
開
催

日
時

：

２
０
０
９
年
７
月
４
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
０
９
年
7
月
4
日
（
土
）、
紀
尾
井
町
キ
ャ

ン
パ
ス
ホ
ー
ル
に
て
、「
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ト
ラ
ン
シ

ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
民
話
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」（
ハ
ン
ガ

リ
ー
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
、
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
国

交
回
復
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
）
を
開
催
し
ま
し

た
。 

　

２
０
０
９
年
９
月
19
日
、
姉
妹
校
で
あ
る
北
京
伝

媒
大
学
創
立
55
周
年
記
念
式
典
に
本
学
水
田
宗
子
理

事
長
が
招
待
さ
れ
、
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

創
立
55
周
年
を
記
念
し
、「
メ
デ
ィ
ア
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
高
等
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム―

国
際
的
対
話

：

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伝
媒
大
学
は
、
中
国
の
新
聞
、

雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
人

材
を
輩
出
す
る
伝
統
あ
る
大
学
で
、
こ
の
式
典
に
も

多
く
の
取
材
が
き
て
い
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
か
ら
参
加
し
た
学
長
を
前
に
、
水
田
理

事
長
は
、
日
本
の
高
等
教
育
に
お
け
る
革
新
に
つ
い

て
、
本
学
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
、
そ
の
模
様
は
、
新
聞
と
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、
中

国
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
参

加
し
た
全
て
の
学
長
に
よ
り
、「
こ
こ
に
参
加
し
た

世
界
の
学
長
た
ち
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
つ
つ
、
メ
デ
ィ
ア
の
分

野
に
お
い
て
、
世
界
の
変
化
に
対
応
で
き
る
グ
ル
ー

プ
作
り
に
取
り
組
も
う
」
と
い
う
共
同
宣
言
に
サ
イ

ン
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

水
田
理
事
長 

北
京
伝
媒
大
学
創
立
55
周
年
記
念
式
典
に
て
基
調
講
演

日
時

：

２
０
０
９
年
9
月
19
日

場
所

：

中
国
・
伝
媒
大
学

ネットワーク立上げを宣言

基調講演の様子

蘇学長へ記念品の贈呈

発表する水田理事長

水
田
理
事
長
、官
邸
に
て

男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
全
体
会
議
に
て
報
告

日
時

：

２
０
０
９
年
７
月
３
日

場
所

：

総
理
大
臣
官
邸
大
ホ
ー
ル
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当
日
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
の
ア
ル
ベ
ル
ト
一
等

書
記
官
を
初
め
多
数
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
ホ
ー
ル

は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
作
家
、
詩
人
、
演

出
家
で
あ
る
ヴ
ィ
シ
ュ
キ
・
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
ュ
氏
に

よ
り
、
民
話
の
演
劇
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
フ
ォ
ー
ク
ロ

ア
と
い
う
テ
ー
マ
で
大
変
興
味
深
い
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
、
第
二
部
で
は
、
国
内
愛
好
家
団
体
に
よ
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
踊
と
民
話
朗
読
の
公
演
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
、
終
了
後
に
、
カ
フ
ェ
に
て
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

水
田
理
事
長
は
ヴ
ィ
シ
ュ
キ
・
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
ュ

氏
と
歓
談
し
、
同
じ
文
学
者
同
士
と
し
て
、
文
学
、

異
種
婚
、
民
話
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
話
が
広
が
り

ま
し
た
。

　

講
演
会
に
お
い
て
は
、
ヴ
ィ
シ
ュ
キ
氏
の
生
い

立
ち
そ
の
も
の
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
三
国
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
ち
、
多

く
の
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
苦
難
を
乗
り
越
え
て
来
ら

れ
た
方
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
講
演
の
内
容
は
と
て

も
感
動
的
で
、
ま
た
三
国
と
の
関
係
で
は
日
本
ド
ナ

ウ
交
流
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
い
講

演
に
な
り
ま
し
た
。 

　

第
２
部
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
話
と
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
に
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
日
本
側
の
愛
好
者
の

方
た
ち
が
舞
台
に
上
が
っ
て
楽
器
演
奏
や
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
民
族
舞
踊
な
ど
の
成
果
を
披
露
し
、

あ
た
た
か
く
ま
た
身
近
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
国
際

交
流
が
で
き
ま
し
た
。 

　

城
西
大
学
か
ら
、
現
代
政
策
学
部
の
3
年
生
と
2

年
生
の
う
ち
、
昨
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
短
期
研
修
へ

参
加
し
た
学
生
と
、
今
秋
実
施
の
研
修
へ
参
加
予
定

の
学
生
が
20
名
近
く
参
加
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は

交
流
会
で
ヴ
ィ
シ
ュ
キ
氏
と
暫
く
歓
談
す
る
な
ど
、

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
関
す
る

理
解
を
深
め
、
研
修
に
向
け
て
の
事
前
学
習
と
し
て

役
立
ち
ま
し
た
。 

　

本
学
は
、
２
０
０
７
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
化
セ
ン

タ
ー
の
設
立
に
参
画
し
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
と

の
学
術
交
流
協
定
な
ど
、
様
々
な
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ

て
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
国
際
交
流
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。 

メ
デ
ィ
ア
学
部
主
催　

映
画
・
映
像
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

日
時

：

２
０
０
９
年
５
月
23
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
０
９
年
５
月
23
日
（
土
）、
城
西
国
際
大
学

メ
デ
ィ
ア
学
部
主
催
で
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
、
映
画
・
映
像
に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
世
界
各
国
か
ら
約

２
５
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
26
の
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。
日
本
・
ア
ジ
ア
映

画
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
、
ア
ニ
メ
や
ロ
シ
ア
映

画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
パ
ネ
ル
が
組
ま
れ
、

発
表
者
は
、
計
１
５
０
名
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。 

　

城
西
国
際
大
学
か
ら
は
、
女
性
学
の
分
野
よ

り
、"W

om
en

's R
ep

resen
tatio

n
, W

om
en 

F
ilm

m
akers"

と
題
し
、
モ
デ
レ
ー
タ
と
し
て
和
智

綏
子
教
授
、
４
名
の
発
表
メ
ン
バ
ー
が
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
視
点
で
、
映
画
・
映
像
を
捉
え
た
ユ
ニ
ー
ク

な
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
熱
心
な
受
講
者
か
ら
、
発

表
後
、
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ

を
は
じ
め
と
す
る
世
界
各
国
の
映
画
・
映
像
研
究
者

と
親
し
く
交
流
で
き
、
大
き
な
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　

豊
か
で
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
デ
ィ
ア
カ
ル
チ
ャ
ー
を
持

つ
日
本
に
お
い
て
、
今
後
、
日
本
・
ア
ジ
ア
映
画
研

究
の
拠
点
と
し
て
、
活
動
・
交
流
の
場
と
な
る
よ
う

新
た
な
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
検
討
し
、
日
本
発
の
映

画
研
究
発
信
を
メ
デ
ィ
ア
学
部
か
ら
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

パネルディスカッションの様子

ヴィシュキ氏の講演

ハンガリー民族舞踊

多くの映画研究者が集う
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6
月
�
日
（
木
）、
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
ホ
ー

ル
に
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
駐
日
全
権
大
使
の
ボ

ハ
ー
ル
・
エ
ル
ヌ
ー
氏
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
観

光
局
の
コ
ー
シ
ャ
・
バ
ー
リ
ン
・
レ
イ
局
長
に
よ
る

特
別
講
義
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
城
西
大
学

が
２
０
０
８
年
度
か
ら
第
二
外
国
語
選
択
科
目
と
し

て
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
講
義
を
開
設
し
、
２
０
０
９
年

度
に
は
２
０
０
名
を
超
え
る
学
生
が
履
修
し
て
お

り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
ぶ
学
生
の
数
が
国
内
最
大

級
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
大
使
が
感
激
さ

れ
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

講
義
と
同
時
に
、
学
術
交
流
提
携
校
で
あ
る
ブ
ダ

ペ
ス
ト
商
科
大
学
と
ホ
ー
ル
を
ラ
イ
ブ
映
像
で
つ
な

ぎ
学
生
同
士
の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

　

城
西
大
学
か
ら
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
履
修
生
、
現
代

政
策
学
部
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
研
修
参
加
学
生
な
ど
約
80

名
、
城
西
国
際
大
学
か
ら
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
研
修
参
加

予
定
の
観
光
学
部
生
な
ど
約
80
名
が
受
講
し
ま
し

た
。

　

ボ
ハ
ー
ル
大
使
か
ら
は
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の

交
流
の
歴
史
に
つ
い
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
講
義
い
た

だ
き
、
コ
ー
シ
ャ
局
長
か
ら
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
観
光

資
源
等
に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

語
を
学
ぶ
学
生
や
、
観
光
学
部
の
学
生
に
と
っ
て
大

変
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。 

　

ボ
ハ
ー
ル
大
使
ご
臨
席
の
も
と
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト

商
科
大
学
の
学
生
と
の
交
流
で
は
、
本
学
を
訪
問

駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
に
よ
る
特
別
講
演

日
時

：

２
０
０
９
年
６
月
４
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

プダペスト商科大学と映像をつないで学生の交流

ボハール大使による特別講義

　

２
０
０
９
年
７
月
９
日
、
外
務
省
の
招
待
で
来
日

さ
れ
て
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
会
議
員
、
ナ
ブ
ラ
チ

チ
・
テ
ィ
ボ
ル　

フ
ィ
デ
ス
議
員
団
長
（
フ
ィ
デ
ス

は
ハ
ン
ガ
リ
ー
最
大
野
党
。
議
員
団
長
と
は
、
日
本

の
国
会
内
議
員
会
派
の
長
に
相
当
す
る
高
職
）
が
、

城
西
大
学
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
団
の
み
な
さ

ん
は
秋
山
晋
吾
先
生
が
担
当
す
る
城
西
大
学
ハ
ン
ガ

リ
ー
語
の
授
業
を
視
察
さ
れ
、
ナ
ブ
ラ
チ
チ
・
テ
ィ

ボ
ル
議
員
が
同
授
業
の
履
修
者
を
対
象
に
「
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
学
生
の
「
日
本
の
魅
力
は
？
」
と
の
質

問
に
対
し
て
、「
民
主
主
義
で
あ
る
こ
と
、
政
治
的
、

経
済
的
な
安
定
感
は
世
界
で
も
屈
指
で
あ
る
」
と
答

え
、「
日
本
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
非
常

に
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
、
多
く

の
学
生
が
学
ん
で
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、
将
来

に
お
い
て
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し

て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。 

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
会
議
員
団　

城
西
大
学
を
視
察

日
時

：

２
０
０
９
年
７
月
９
日

場
所

：

城
西
大
学

さ
れ
た
ヒ
ダ
シ
先
生
の
挨
拶
、
城
西
国
際
大
学
大

学
院
に
在
学
中
の
ハ
ラ
ス
テ
ィ
・
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
さ

ん
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
で
登
場
、
双
方
の
学
生
に
よ

る
自
己
紹
介
や
質
問
の
や
り
と
り
が
和
や
か
に
行

わ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
い
う
国
を
益
々
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ナブラチナ・ティボル議員と学生の対話

国
際
交
流
活
動



2009.9.30

�

　

9
月
�7
日
（
木
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
教
育
文

化
大
臣
の
ヒ
ッ
レ
ル
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
氏
が
紀

尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
さ
れ
、
城
西
大
学
の
森

本
学
長
は
じ
め
先
生
方
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
ぶ
学

生
達
と
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。 

　

学
生
は
城
西
大
学
現
代
政
策
学
部
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

研
修
参
加
予
定
者
な
ど
�0
数
名
と
城
西
国
際
大
学
大

学
院
に
在
学
中
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
費
留
学
生
ハ
ラ
ス

テ
ィ
・
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
さ
ん
が
参
加
し
、
大
臣
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
映
画
や
、
若
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

な
ど
と
て
も
和
や
か
な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。 

　

城
西
大
学
で
は
２
０
０
８
年
度
か
ら
第
二
外
国
語

と
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
講
義
を
開
設
し
、
ま
た
、

城
西
大
学
現
代
政
策
学
部
お
よ
び
城
西
国
際
大
学
観

光
学
部
で
は
、
�
年
前
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
短
期

研
修
を
実
施
す
る
な
ど
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
着
実
な
交
流

を
続
け
て
い
ま
す
。
本
学
に
お
け
る
両
国
間
の
学
術

文
化
交
流
に
対
し
て
、
大
臣
か
ら
は
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
教
育
文
化
大
臣
の

ヒ
ッ
レ
ル
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
氏
が
来
学

日
時

：

２
０
０
９
年
9
月
17
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
０
９
年

4
月
10
日（
金
）、

広
東
省
人
民
政

府
外
事
弁
公
室

主
任
を
団
長
と

す
る
傳
朗
氏
一

行
７
名
が
、
南

方
日
報
首
席

記
者
と
と
も
に

東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に

水
田
宗
子
理
事

長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。 

　

日
本
へ
の
訪
問
の
目
的
は
、
首
都
圏
区
域
の
経
済

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
体
制
の
調
査
、
ま
た
首
都
圏
の
環

境
保
全
の
あ
り
方
、
都
、
県
、
市
の
連
携
を
協
議
す

る
部
門
な
ど
に
つ
い
て
の
視
察
で
す
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
と
広
東
省
は
、
黄
麗
満
前
広

東
省
人
民
政
府
代
表
団
議
長
の
表
敬
訪
問
を
受
け
た

の
ち
、
２
０
０
７
年
12
月
に
水
田
理
事
長
が
華
南
師

範
大
学
に
お
け
る
日
中
女
性
学
会
議
の
開
催
の
た
め

広
東
を
訪
問
、
そ
の
後
、
広
東
の
大
学
各
校
と
の
学

術
交
流
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
大
変
和
や
か

で
親
し
い
雰
囲
気
で
の
交
流
と
な
り
ま
し
た
。 

　

水
田
理
事
長
か
ら
、
す
で
に
広
東
に
あ
る
中
山
大

学
と
共
同
研
究
所
を
設
立
し
て
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
の
他
の
大
学
と
も
共

同
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
交
流
の
展
開

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
広
東
省
か
ら
の

ご
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
、
今
後
と
も

ど
う
ぞ
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
の
挨
拶
が
な
さ

れ
ま
し
た
。 

　

傳
主
任
か
ら
は
、
私
は
は
じ
め
て
の
城
西
大
学
訪

問
で
す
が
、
す
で
に
広
東
の
あ
ち
こ
ち
の
友
人
か
ら

城
西
大
学
の
こ
と
は
聞
い
て
お
り
、
よ
く
知
っ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
に
広
東
と
交
流
が
あ
る
大
学
は
ほ
か

に
な
い
の
で
、
私
ど
も
と
し
て
出
来
る
限
り
の
支
援

を
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
き
ま
す
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

広
東
省
人
民
政
府
代
表
団　

水
田
理
事
長
表
敬
訪
問

日
時

：

２
０
０
９
年
４
月
10
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

ハンガリー語を学ぶ学生と

ヒッレル教育文化大臣のあいさつ

傅朗氏一行とともに

　

２
０
０
９
年
５
月
19
日
（
火
）
に
城
西
大
学
Ｊ
Ｍ

Ｂ
Ａ
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
奨
学
生
授
与
式
が
本
学
東
京

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
奨
学
生
制
度
は
、
大
連
理
工
大
学
管
理
学
院

か
ら
、
本
学
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
留

学
生
（
毎
年
5
名
）
を
対
象
に
、
本
学
大
学
院
経
営

城
西
大
学
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
奨
学
生
授
与
式

日
時

：

２
０
０
９
年
５
月
19
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス



2009.9.30

6

中
国
大
連
海
事
大
学
訪
問

日
時

：

２
０
０
９
年
６
月
2
日

場
所

：

中
国
・
大
連
海
事
大
学

　

６
月
３
日
、

中
国
大
連
理

工
大
学
に
お

い
て
、〝
水
田

三
喜
男
記
念
〟

水
田
宗
子
奨

学
金
の
授
与

式
が
行
わ
れ
、

水
田
宗
子
理

事

長

よ

り
、

選
ば
れ
た
大

連
理
工
大
学

の
学
生
た
ち

に
奨
学
金
を

授
与
し
ま
し

た
。
水
田
宗
子
理
事
長
は
、
学
業
に
い
っ
そ
う
励

み
、
将
来
、
日
中
友
好
の
た
め
に
大
い
に
活
躍
で
き

る
人
材
と
し
て
育
っ
て
ほ
し
い
。
両
大
学
の
末
長
い

友
情
を
期
待
し
て
本
奨
学
金
を
授
与
し
た
い
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。 

　

奨
学
金
授
与
式
に
引
き
続
き
、
水
田
三
喜
男
記
念

文
庫
第
５
次
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

水
田
三
喜
男
先
生
関
連
図
書
、
政
府
系
白
書
の
最
新

版
、
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
の
紀
要
最
新
版
な

ど
計
４
０
冊
を
寄
贈
し
、
大
連
理
工
大
学
管
理
学
院

の
蘇
敬
勤
院
長
に
寄
贈
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
張
徳
祥
党
委
書
記
・
校
務
主

任
と
初
め
て
会
談
し
、
会
談
の
冒
頭
、
今
回
で
第
５

回
と
な
る
水
田
三
喜
男
記
念
水
田
宗
子
奨
学
金
・
水

田
記
念
文
庫
寄
贈
に
対
し
て
、
張
党
委
書
記
よ
り
水

田
理
事
長
へ
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
共
同
研
究
、
教
員
の
相
互
訪
問
、
学
生
の
相
互

短
期
研
修
、
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
デ
ュ
ア
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
お
い
て
、
緊
密
で
、
成
果
を
な

す
交
流
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

中
国
大
連
理
工
大
学
に
て
水
田
三
喜
男
記
念

水
田
宗
子
奨
学
金
及
び
水
田
記
念
文
庫
寄
贈

日
時

：

２
０
０
９
年
6
月
3
日

場
所

：

中
国
・
大
連
理
工
大
学

張書記との会見

“水田三喜男記念”水田宗子奨学金を授与

学
研
究
科
で
の

1
年
間
の
勉
学

を
奨
励
し
、
留

学
生
の
経
済
的

支
援
を
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

授
与
式
で

は
、
水
田
理
事

長
を
は
じ
め
、

学
長
、
各
学
部

長
、
研
究
科
長

な
ど
多
数
が
出
席
し
、
5
名
の
留
学
生
に
対
し
、
本

ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
５
名
の
代

表
と
し
て
徐
瑶
さ
ん
が
、
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
を
授
与

さ
れ
た
名
誉
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
先
生
方
の

期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
、
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
開
拓
者

と
し
て
、
自
分
を
磨
い
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
そ
し

て
、
一
年
間
の
期
間
の
後
、
自
信
を
も
っ
て
、
学
ん

だ
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
と
決
意
と
今
後
の
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
城
西
大
学
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
本
年

2
月
に
、
学
校
法
人
城
西
大
学
と
大
連
理
工
大
学
管

理
学
院
と
の
間
で
、「
１
＋
１
」
の
デ
ュ
ア
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
協
約
が
締
結
さ
れ
て

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
城
西

大
学
と
大
連
理
工
大
学
の
両
方
の
修
士
の
学
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
か
ら
も
、
中
国
ビ
ジ
ネ

ス
に
興
味
の
あ
る
多
く
の
方
々
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

JMBAスカラーシップを授与された大連理工大学からの留学生

　

６
月
２
日
、
２
０
０
８
年
７
月
に
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
中
国
大
連
海
事
大
学
へ
、
水
田
宗
子
理
事
長

を
代
表
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
一
行
が
訪
問
し

ま
し
た
。 

　

王
祖
温
校
長
ほ
か
、
外
国
語
学
院
羅
衛
華
院
長
、

外
国
語
学
院
日
本
語
学
部
李
延
坤
学
部
長
や
国
際
交

大連海事大学王祖温校長と

流
の
担
当
責
任
者
の
方
々
か
ら
大
歓
迎
を
受
け
、
親

し
く
懇
談
を
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
懇
談
の
中
で
、
海
事
を
専
門
と
す
る
大
連

海
事
大
学
と
安
房
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
本
学
が
、

「
海
の
観
光
」
分
野
な
ど
、
互
い
の
特
徴
を
活
か
し

て
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の
交
流
、
研
修
、
留
学
に
向

け
、
具
体
的
な
話
し
合
い
に
入
る
こ
と
が
約
束
さ
れ

ま
し
た
。
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２
０
０
９
年
4
月
20
日
、
中
国
西
安
外
国
語
大

学
の
学
長
戸
思
社
先
生
他
4
名
の
訪
問
団
が
東
京

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
学
術
交
流
協
定

及
び
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

西
安
外
国
語
大
学
は
、
１
９
５
２
年
に
創
立
し

た
、
中
国
で
最
も
歴
史
の
長
い
外
国
語
大
学
の
ひ
と

つ
で
、
在
校
生
は
約
１
万
８
千
人
で
す
。
人
文
科

学
、
経
済
管
理
学
、
法
律
学
、
理
学
、
教
育
学
な
ど

の
学
科
が
あ
り
、
そ
の
教
育
内
容
を
交
互
浸
透
さ
せ

る
と
い
う
新
し
い
形
の
外
国
語
大
学
で
す
。

　

本
学
大
学
院
の
学
生
及
び
卒
業
生
の
中
に
も
西
安

外
国
語
大
学
の
出
身
者
が
お
り
、
実
質
的
な
交
流
は

既
に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
正
式
な
調
印
に

よ
っ
て
、
学
部
に
お
け
る
デ
ュ
ア
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー

制
度
や
大
学
院
に
お
け
る
共
同
研
究
な
ど
、
さ
ら
な

る
交
流
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

中
国
西
安
外
国
語
大
学
と
学
術
交
流
協
定
及
び

共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
締
結

日
時

：

２
０
０
９
年
4
月
20
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
北
カ
レ
リ
ア
応
用
科
学
大
学
と

学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
０
９
年
６
月
１
日

場
所

：

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
北
カ
レ
リ
ア
応
用
科
学
大
学

　

城
西
国
際
大
学
観
光
学
部
は
、
6
月
11
日
に
安
房

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
の
ハ

ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
観
光
産
業
経
営
学
部
と
の
間
に

学
術
交
流

協
定
書
を

締
結
し
ま

し
た
。
こ

の
協
定
に

基

づ

き
、

10
月
か
ら

ハ
ワ
イ
大

学
マ
ノ
ア

校
と
安
房

キ
ャ
ン
パ

ス
を
サ
テ

ラ
イ
ト
で

結
ん
だ
遠

隔
講
義
（
特
別
講
座
）
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ

ワ
イ
に
お
け
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
今
後
の

展
開
、
な
ど
の
講
義
が
展
開
さ
れ
ま
す
。 

　

遠
隔
講
義
に
向
け
て
、
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ

ま
し
た
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
の
ラ
ッ
セ
ル
・
ウ
エ

ノ
先
生
に
は
、
観
光
学
部
生
を
前
に
ハ
ワ
イ
の
魅
力

に
つ
い
て
の
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本

か
ら
の
観
光
客
を
多
く
迎
え
る
ハ
ワ
イ
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
学
生
た
ち
は
、
熱
心
に
ラ
ッ
セ
ル
先
生
の

お
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
観
光
学
部
で
は
、
世
界
の
観
光
地

を
訪
れ
、
成
功
の
要
因
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
最
先
端
地
で
あ
る
ハ
ワ
イ
の

大
学
と
の
協
定
に
よ
り
、
同
じ
く
観
光
リ
ゾ
ー
ト

地
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
本
学
観
光
学
部
の
学
生

と
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
と
の
交
流
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
０
９
年
6
月
11
日

場
所

：

城
西
国
際
大
学　

安
房
キ
ャ
ン
パ
ス

デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
、

政
府
奨
学
金
、
英
語

に
よ
る
デ
ィ
グ
リ
ー

獲
得
、
大
学
院
の
充

実
な
ど
に
関
心
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、

福
祉
で
は
少
子
化
・

高
齢
社
会
に
つ
い
て

の
研
究
が
進
ん
で
お

り
、
こ
の
よ
う
な
分

野
で
の
共
同
研
究
や

学
生
交
流
も
期
待
さ

れ
ま
す
。 

戸思社学長とともに

サイエンスパークキャンパス

ラッセル・ウエノ先生からハワイについて講義

芸術学部の作品

　

２
０
０
９
年
６
月
１
日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
北
カ

レ
リ
ア
応
用
科
学
大
学
を
経
営
企
画
室
並
河
室
長
が

本
学
水
田
宗
子
理
事
長
の
代
理
と
し
て
訪
問
、
学
長

のV
esa Saarikoski

先
生
と
面
談
し
、
学
術
交
流

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　

同
大
学
は
１
９
９
２
年
に
設
立
さ
れ
、
学
生
数

約
４
０
０
０
名
、
教
職
員
数
約
４
０
０
名
、
４
つ

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し
、
実
学
を
中
心
に
経
済
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
福
祉
健
康
、
芸
術
デ
ザ
イ

ン
、
メ
デ
ィ
ア
Ｉ
Ｔ
、
観
光
な
ど
の
分
野
が
あ
り

ま
す
。

　

日
本
の
大
学
と
は
初
め
て
の
提
携
で
、
ダ
ブ
ル
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２
０
０
９
年
7
月
16
日
、
韓
国
韓
南
大
学
校
金
炯

泰
総
長
は
じ
め
李
秉
哲
対
外
協
力
処
長
・
ナ
ノ
生
命

化
学
工
学
科
教
授
、
呉
柱
源
教
務
処
長
・
建
築
シ
ス

テ
ム
工
学
科
教
授
、
印
美
東
国
際
交
流
員
の
訪
問
団

が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
水
田
宗
子
理
事
長

を
表
敬
訪
問
し
、
金
総
長
と
水
田
理
事
長
の
間
で
学

術
交
流
協
定
の
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

韓
南
大
学
校
は
、
大テ

ジ
ョ
ン田

市
に
あ
る
１
９
５
６
年
創

立
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
大
学
で
、
教
育
学

部
、
文
学
部
、
法
学
部
、
商
経
学
部
、
理
学
部
、
社

会
科
学
部
、
美
術
学
部
、
生
命
・
ナ
ノ
学
部
か
ら
構

成
さ
れ
、
学
生
数
は
約
１
８
０
０
０
人
で
す
。 

　

非
常
に
和
や
か
な
懇
談
と
な
り
、
こ
の
正
式
な
調

印
に
よ
っ
て
、
学
部
に
お
け
る
デ
ュ
ア
ル
・
デ
ィ
グ

リ
ー
制
度
や
大
学
院
に
お
け
る
共
同
研
究
な
ど
の
交

流
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。 

　

韓
南
大
学
校
に
と
り
、
首
都
圏
要
所
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
展
開
す
る
城
西
国
際
大
学
が
、
首
都
圏
に
あ
る

大
学
と
し
て
は
初
め
て
の
提
携
校
で
あ
り
、
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
、
幕
張
キ
ャ
ン

韓
国
韓
南
大
学
校
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結 

日
時

：

２
０
０
９
年
7
月
16
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

パ
ス
を
訪
問
し
た
一
行
は
、
今
後
の
交
流
が
非
常
に

楽
し
み
で
あ
り
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

調印後に金総長と握手


